
都会にくらす私たちの身近にも、実はいろいろな生き物がくらしています。何もいないように
見えるのは、私たちがその存在に気づくことができないだけなのです。「いきもの広場」はそ
うした生き物たちとの出会いを楽しむ場です。

今週の

クサカゲロウのなかま
の幼虫

エゴヒゲナガゾウムシ

ヒメジャノメ シロテンハナムグリ

アブラゼミの抜け殻
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ゴミじゃないよ。いろんなものを背負って
います。よくみると動いているよ。

エゴノキの実に穴が開いていたら、それ
は産卵の痕です。

バナナトラップに集まる虫のひとつです。
そっと近づけば逃げないよ。

この昆虫も夏の定番。カナブンもよくみら
れます。

園内ではニイニイゼミやアブラゼミの声がき
こえます。きっと抜け殻があるはず。

アワフキムシのなかま

木の枝などに泡がくっついていたら、それは
アワフキムシの幼虫の巣です。広場内にある
かな？

キバラヘリカメムシ
（藤棚近くのマユミ）
様々な段階の幼虫や、成虫がみられます。

園内のいきものたち 「いきもの広場」だけではありません。広場の外に
だっていきものはいます。さがしてみよう。

いきもの広場　毎週日曜　11:00～12:00

＊上記時間外はお入りいただけません。

カブトムシ
（リスの小径裏のカジカエデ）

天然の樹液に誘われてきたようです。


